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やってくれました！　14年間待ちに待ったこの瞬間！
年が明けた２００５年の正月には本番のみ使用される伝統の紫紺のユニフォームが箱根路に戻ってきます！


見てやってください。このこぼれるような笑顔！笑顔！笑顔！！
《結果発表》を待ちわびる選手たちはわくわくする気持ちを抑えきれない興奮した様子でその瞬間を待っていました。お互いの健闘をたたえ合い「これでまた明 日からの練習が厳しくなるなー」の声がでても、直ぐにエース幸田を中心に「いい、いい、どんなにきつくったっていいよ！箱根で走れるんだから！！」「そう だな。そうだ！！」という力強く明るい会話がとびかっていました。
という力強く明るい会話がとびかっていました。
発表がはじまり、まず「第1位、早稲田大学！」のコールに
・・「おめでとー・・まあ、な・・しかたない、さすがだなといった感じで皆余裕の拍手。
続いて「第2位、大東文化大学！」のコール、これまた「・・・マァな・・、よくやった！な・・おめでとー」と再び拍手を贈りながらも、期待はさらにに高まり次の発表が待ちどおしい・・・！
そして「第３位、明治大学！！」のコールの瞬間、選手を中心に明大関係者で占められた発表会場の一角は「ウォー、やったー！ウォー」とこの日会場一番とも言える雄叫びと、こぶしを高々と突き上げての歓喜に包まれました。
　　　　　　　　　　

[image: image3.wmf] 


発表後、陣営に戻る途中、どこからともなくはじまった「おぉ明治―　その名ぞわれらが母校」の明大校歌はいつしか大合唱に。みんなの喜びがひとつになり、興奮さめやらぬ明大集団でし
た。
　エースの存在が重要なのはもちろんですが、９、１０番目の選手の順位、タイムがさらに重要となるこの予選会、全員が途中リタイヤしない程度でぎりぎりの １００％の力を出しきることが要求され、ひとりひとりがコンマ１秒でも早くゴールすることによりはじめて生まれる結果です。走った１２人の選手はもちろん、沿道でリアルタイムに選手のタイムや順位を確認し、声援を送り続けた控え選手やマネージャーも、一丸となって勝ち取った結果と言えます。
ほんとうにおめでとう！　
正月の箱根路でまたその勇姿を
見せてください！
　　　　　　　　以上は明治大学ホームページより

　　　　　　　　　　　　　　




古豪・明大１４年ぶり箱根路に（箱根駅伝予選会）�
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写真：古豪が目覚めた。「Ｍ」のマークをつけた明大ランナーが力走。１４年ぶりに本大会出場を決めた（撮影・原田史郎）〕 サンスポより
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